
区　分

備考

〇スポーツ・レクリエーション交流会の開催（中止）
　スポーツを通した地域の一体感・活力の醸成を目指し、11月にスポーツ・レクリエー
ション交流会を企画していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止。

〇スポーツ講演会の開催
　スポーツを通して得られる考え方や子どもたちとの接し方などを学ぶことを目的とし
た講演会を令和３年２月２７日（土）午後2時～4時に開催。
会　場：巻文化会館
講　師：樋口　猛氏(新潟県立新潟工業高等学校　ラグビー部監督)
参加者：１７２名
講演テーマ：一人はみんなのために　みんなは一人のために
　　　　　　　　～指導者こそ学び、成長し続ける～
アトラクション：越王太鼓

テーマ・事業名
西蒲区スポーツ・レクリエーション事業

【事業費予算　1,200千円】

事業目的・概要
　2020東京オリンピック・パラリンピックに伴い関心が高まっているスポーツ分野に着
目し、スポーツ・レクリエーション交流会などの取り組みを通じて、地域の一体感・活力
を醸成するとともに、「観光とレクリエーションのまちづくり」を推進します。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

〇講演会のテーマである「一人はみんなのために　みんなは一人のために」を軸に、
「友情とチームワークがラグビー精神であること」、「ともに汗を流し、全力でボールをつ
なぐ連帯感はかけがえのない充実感を持つこと」、「試合が終われば、敵味方関係なく
友情が持てること」、「失敗は成長の糧となること」など、次世代に伝えたい思い・考え
方を具現化する講演会となった。

〇アトラクションの越王太鼓の演奏は、コロナ禍の中、郷土の芸能を楽しむ良い機会と
なり、西蒲区の魅力を伝えることができた。

〇参加者のアンケート結果より、アトラクション・講演会とも9割を超える方から高評価
をいただいたことから、実効性は高いものと考えられる。

〇コロナ禍の中での開催であったことから、参加者が安心感を持って講演会に参加で
きるよう、感染症対策サポート業者に協力いただき、スタッフ全員で感染症対策に取り
組んだ。当日、大きなトラブルなく、対策を実行することができた。

〇参加人数が、定員の約５７％であった。コロナ禍の中で、口コミによる積極的な参加
呼びかけが思うようにできないこともあり、周知方法に課題が残った。また、若い世代
の参加が少なかったことから、ＨＰ・ＳＮＳ等様々な媒体を活用した情報発信が必要で
あると感じた。

事業の評価

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な
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区　分

事業の評価

【ユマニチュード講演会について（中止）】
○第６期では認知症「対策」という視点であったが、第７期では認知症を「支える側」に
着目した新しい事業を提案した。残念ながら中止となってしまったが、同じ「認知症」に
関する事業でも、別の角度から企画立案することができた非常に良い取り組みであっ
た。

【「おもいをしるす」ノートの作成について】
○企画段階から「場面を限定しない」ということで、書く人も見る人も、いろいろな立場
の人が活用できる内容となるよう意識していたため、公益性が高い事業になった。

○各コミュニティ協議会への周知をはじめ、委員自らによる選出母体等へのPRを行っ
たところ非常に評判が良く、当初の3,000部から増刷することになったことから、実効性
も高い事業であった。

○今後は、必要な人の手に渡るとともに、多くの人から「おもい」しるしてもらい、様々
な形で活用してもらいたい。

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な

ど

備考

テーマ・事業名
にしかんシルバーサポート事業

【事業費予算　1,500千円】

事業目的・概要
　認知症の方を支える側の視点に立ち、だれもが住み慣れた地域で安心してくらし続
けられるよう、講演等により認知症の方への対応を学び、家庭だけでなく地域全体で
認知症を支える「人の和でつながる安心・安全なあたたかなまち」を目指す。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

○ユマニチュード講演会（中止）
　認知症ケアについての手法を学ぶ講演会を7月に実施予定としていたが、新型コロ
ナウイルスの影響により中止

○「おもいをしるす」ノートの作成
　身の回りのことを書き留めておくことができるノート「おもいをしるす」を作成

区自治協議会提案事業　事業評価書（案）
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区　分

事業の評価

○部会委員によるぐる～んバス試乗会
・1号委員だけではなく、普段様々な観光事業で活躍している委員が実際にぐる～んバ
スに試乗し、改善点等を検討することで、様々な視点を区の政策に取り入れることが
でき、協働の要としての役割を達成することができた。
○ぐる～んバス特別便試験運行
・特別便試験運行の参加者へのアンケートでは、「観光案内ボランティアが乗車したぐ
る～んバスに再度乗車したいか」という項目で、９割を超える回答者から「再度乗車し
たい」という回答をいただいたことから実効性は高いものと考えられる。
○ぐる～んバスを使用した市民向けバスツアーの開催（中止）
今回は残念ながら中止となってしまったが、試乗会や特別便の結果等をふまえ、産業
観光課でまち歩きとぐる～んバスをマッチングしたイベントへの開催することとなり、イ
ベント企画の良いきっかけとなった。
○ぐる～んバスオリジナルパンフレット作成（中止）
今回はスケジュールの観点からあえなく中止となってしまったが、西蒲区の魅力的な
スポットの洗い出しまで行うことが出来た。今年度検討した事項を来年度の委員へ引
継ぎ、次年度の発行を目指す。
○西蒲区内各まち歩きグループのネットワーク化
前年度の提案事業で今後の課題として挙げられていた「西蒲区内各まち歩きグループ
のネットワーク化」について、今年度の提案事業内で「まち歩きガイド」を観光資源の一
つとして活用したことでまち歩きの活動が活発となり、まち歩きグループのネットワーク
化に繋がった。

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な

ど

備考

テーマ・事業名
お宝発見ツアー検討事業
【事業費予算700千円】

事業目的・概要
区の観光政策を実際に体験し、これまで提案事業で養成した「まち歩きガイド」を観光
資源の一つとして、点在する他の観光資源とともに有機的につなぐ手法を検討しなが
ら、「観光とレクリエーションのまち」づくりを区とともにに推進する。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

○にしかん観光周遊ぐる～んバス（以下ぐる～んバス）を使用した市民向けバスツ
アーの開催（中止）
ぐる～んバスと、これまで提案事業で養成した「まち歩きガイド」をマッチングし、部会
員が検討したオリジナルコースでのバスツアーの開催。
→新型コロナウイルス感染症の影響により、中止
○部会委員によるぐる～んバス試乗会
開催日：令和2年7月5日（日）
内容：部会員自らがぐる～んバスに試乗し、試乗してみて感じた改善点等を区に提案
することで、区の政策に対して区民の意見を取り入れる。
○ぐる～んバス特別便試験運行
開催日：令和2年11月21日（土）
参加人数：11人
内容：ぐる～んバスに各停留所の魅力を紹介する観光案内ボランティアガイドに乗車
してもらう試験運行の開催。
○ぐる～んバスオリジナルパンフレット作成（中止）
時刻表、料金、乗車特典、各停留所の魅力など、一枚でぐる～んバスについて全てま
とめられているパンフレットを作成し、西蒲区内全自治会・町内会及び各停留所に配
布することで、ぐる～んバスの利用率及び認知度向上を図る。
→来年度のぐる～んバスの運行スケジュール等の大幅な変更により、今年度中に発
行することが難しいため中止

区自治協議会提案事業　事業評価書

西蒲区自治協議会

内　　容
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